
    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

5月末～6月上旬（定期）      ＊目安：前回から 15 日以内 

散布時期：５月３１日～６月５日 

散布薬剤：水               １００㍑ 

展着剤（ササラ）        ５０ml 【代替】ハイテンパワー10,000倍を使用してもよい 

アントラコール顆粒水和剤  ２００g（45日前、4回） 

○劇  ダーズバン DF         ３３g（45日前、1回） 

散 布 量：10a 当り 600 ㍑  

対象病害虫：黒星病、黒点病、斑点落葉病、褐斑病 、炭そ病 

      シンクイムシ類、ハマキムシ類、クワコナカイガラムシ、リンゴワタムシ 

注意事項 

① 【重要】ダーズバン DF は劇物登録薬剤です。ご購入の際は印鑑をご持参ください。 

② 【カイガラムシ類 対策】 アプロードフロアブル 1,000倍（30日前、2回）を加用する。 

③ 【キンモンホソガ 対策】 デミリン水和剤 4,000倍（30日前、3回）を加用する。 

No.5 ＪＡ中野市営農センター 

ＪＡ中野市りんご・もも部会 

令和 4 年 5/16 号 

今回の内容：6 月上旬 6 月下旬 あら摘果について 

共通①：【黒星病対策】5 月中下旬にジマンダイセン水和剤 500 倍（30 日前、3 回）を特別散布する。 

          （特報№4を参照にしてください） 

 

【葉面散布資材使用例 5－6 月】は裏面をお読みください。 

 梅雨は炭そ病・輪紋病・褐斑病の重要防除期です。昨年はこの期間に感染が拡大し、被害が発生しました。

病害防除は予防散布が基本となりますので、散布予定日に降雨が予想される場合は前倒しでの散布を徹底

してください。 

 【１カ月予報】：晴れの日が少なく、降水量が平年並か多くなる予報です。 

【6 月上 定期散布】 

散布日： 月  日 

散布量：    ㍑ 

6月中下旬（定期）         ＊目安：前回から 15 日以内 

散布時期：６月１５日～２０日 

散布薬剤：水               １００㍑ 

展着剤           １０ml    【代替】ササラ 2,000倍を使用してもよい。 

ラビライト水和剤     ２００g（30日前、1回） 

○劇ダイアジノン水和剤 34   １００g（30日前、4回） 

散 布 量：10a 当り 600 ㍑ 

対象病害虫：炭そ病、輪紋病、斑点落葉病、褐斑病 

      ナシヒメシンクイ、キンモンホソガ、ハマキムシ類、リンゴワタムシ、 

クワコナカイガラムシ若齢幼虫 

注意事項 

① 【重要】ダイアジノン水和剤は劇物登録薬剤です。ご購入の際は印鑑をご持参ください。 

② 降雨が多く輪紋病の発生が心配される場合は、キノンドー顆粒水和剤 1,000 倍（14 日前、4 回）を加用する 

【6 月中下 定期散布】 

散布日：6 月  日 

散布量：    ㍑ 

裏面もお読みください。（あら摘果について） 

共通②：【輪紋病予防】IC ボルドー412 の 33 倍を 6 月最終週に特別散布する。ただし、早生種には散布しない。 



 

 予備摘果について 

今年は花芽の数が多い年です。（表年） 

早めに摘果を行い、肥大の良い果実を生産しましょう。 

 

1. 予備摘果の目的 

・貯蔵養分の消耗を防ぐ ・果実肥大を促す ・翌年の花芽を確保する 

 

2．予備摘果の時期 

  ・がく立ちを認めてから、満開 30 日頃まで 

 

3. 予備摘果の方法 

頂芽の生育良好な果そうの側果を摘果し、中心果を残す。 

生育不良、腋芽、骨格枝の先端、真上・真下の向いた果そうはすべての果実を摘果する。 

中心果が欠損または不良の場合は生育良好な側果を残す。ただし、つるサビになりやすい品種（つが

る、シナノスイート等）は側果につるサビが発生しやすいため、中心果実を残すことを基本とする。 

 

4．品種別留意点 

「秋映」     開花の遅いものはさび果になりやすいので、満開までに一輪摘花を行う。 

一輪摘花ができなかった園地は、できるだけ早くあら摘果を行う。 

 

「シナノリップ」 早生品種であり、生育期間が短いため、できるだけ早期に行う。 

 

「シナノゴールド」肥大を促すため早めに行う。遅れ花も結実しやすいので、見直しを行い、 

確実に除去する。 

 

「シナノスイート」適樹勢～強樹勢の樹では摘果が早すぎると心かびの発生が多くなりやすいので、 

満開３～４週間後頃に行う。 樹勢が弱く、小玉傾向の樹は早めに行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

果樹特報 No6 発行予定：6/17 

 7 月上旬の散布 

 7 月下旬の散布 

 殺ダニ剤について 記載予定 

   

【重要】果樹特報 No1～5 は JA 中野市ホームページに公開中です。ホームページ内「営農情報」を選択し、8 桁の組合

員コードを入力してください。簡単に閲覧できます。スマートフォンからもアクセス可能です。ご利用ください。 

品種 
摘花 

予備摘果 仕上げ摘果 備  考 
腋芽花 側花 

秋映 花摘み 一輪 摘花 － 
サビの発生が確認できる満

開後６週間以降から実施 

一輪摘花はサビの発生が

軽減する 

シナノスイート 花摘み × 満開後３～４週間の間 満開後６０日以内に実施 

予備摘果が早いと心かび

病の発生が多くなるので、

摘果時期に注意 

シナノゴールド 花摘み 
満開後 30 日以内までに 

一輪摘花（摘果） 
満開後６０日以内に実施 

着果が多いので順次摘花

（摘果）を進める 

                      表 中生種の摘果のポイント 


